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青空に 元気な鉄腕アトム

■平成21年■

９月
定例会



　

平
成
21
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
２
日
か
ら
18
日
ま
で
、

会
期
17
日
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　

「
平
成
20
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
」
な
ど
村
長
提
出

議
案
等
20
件
と
議
員
提
出
議
案
５
件
を
審
議
し
た
。
委
員
会

で
の
審
査
の
内
容
は
委
員
長
報
告
の
と
お
り
で
す
。

◎
諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
規
約

の
変
更

（
内
容
）
諏
訪
南
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
管
理
・
運
営
に
関
す

る
経
常
的
経
費
を
従
来
の
均

等
割
り
20
％
・
人
口
割
り

80
％
か
ら
均
等
割
り
20
％
・

実
績
（
排
出
量
）
割
り
80
％

に
変
更
す
る
も
の
。

☆ 

賛
成
討
論

・
住
民
の
ゴ
ミ
排
出
削
減
努
力

が
見
え
る
方
向
で
あ
る
。

　
　

住
民
の
削
減
努
力
が
解
る

よ
う
に
、
削
減
量
の
推
移
を

広
報
に
掲
載
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
の
姿
勢
と
し

て
ゴ
ミ
全
体
の
分
別
を
進
め

資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
へ

の
更
な
る
努
力
を
望
む
。

◎
平
成
20
年
一
般
会
計
決
算

　

（
内
容
）
歳
入
総
額
39
億
39

万
円
に
対
し
歳
出
総
額
は
33

億
６
千
367
万
円
で
、
差
引
額

は
５
億
３
千
671
万
円
。

　
　

前
年
度
比
で
歳
入
は
0.6
％

増
、
歳
出
は
1.0
％
の
減
と
な

り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ

き
財
源
は
７
千
１
万
円
で
、

実
質
収
支
額
は
４
億
６
千
670

万
円
の
黒
字
、
単
年
度
収
支

額
に
つ
い
て
は
１
千
377
万
円

の
赤
字
と
な
り
、
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
て
・
取
崩
し

を
加
減
し
た
実
質
単
年
度
収

支
額
も
984
万
円
の
赤
字
と

な
っ
た
。

☆
反
対
討
論

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ
の
取

り
組
み
が
不
十
分
。

・
行
政
が
使
っ
た
お
金
が
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
。

・
商
工
・
農
業
者
の
実
態
把
握

に
役
場
職
員
が
一
度
も
出
向

い
て
い
な
い
。
行
革
で
人
員

が
減
り
、
細
か
な
対
応
が
出

来
て
い
な
い
。
人
員
配
置
を

見
直
し
、
庁
内
上
げ
て
全
力

で
取
組
む
べ
き
で
あ
る
。

☆
賛
成
討
論

・
認
定
は
す
る
が
、
当
初
予
算

の
概
要
で
「
新
た
な
る
村
づ

く
り
へ
の
挑
戦
」
を
う
た
っ

て
い
る
が
、
決
算
書
か
ら
は

結
果
が
見
え
て
こ
な
い
。

　
　

納
税
通
知
書
未
発
行
問
題

に
つ
い
て
、
納
税
者
の
代
表

で
あ
る
議
会
に
対
し
て
、
経

過
説
明
が
な
く
、
二
元
代
表

制
の
原
則
に
反
す
る
。
行
政

の
お
ご
り
で
は
な
い
か
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
決
算

　

（
内
容
）
世
帯
数
・
被
保
険

者
数
と
も
前
年
に
比
べ
て
減

つ
て
い
る
。
（
世
帯
数
１
千

612
戸
か
ら
１
千
307
戸
、
被
保

険
者
数
３
千
347
人
か
ら
２
千

590
人
）
こ
れ
は
、
75
歳
以
上

の
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
、

65
歳
以
上
の
退
職
者
医
療
該

当
者
が
、
前
期
高
齢
者
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
る
。

☆
反
対
討
論

・
高
齢
者
の
医
療
差
別
に
つ
な

が
る
為
、
反
対
す
る
。　
　

　
　

☆
賛
成
討
論

・
不
景
気
に
て
、
保
険
制
度
の

運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

中
、
健
闘
し
て
い
る
。　
　

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

決
算

　

（
内
容
）
医
療
費
状
況
は
、

対
象
人
員
（
平
均
）
１
千
82

人
で
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
57
万
９
千
799
円
と
な
っ

て
い
る
。

☆
反
対
討
論

・
老
人
い
じ
め
の
制
度
で
あ
り

こ
の
決
算
に
反
対
す
る
。

☆
賛
成
討
論　

　

原
村
は
行
政
や
他
の
機
関
の

努
力
に
よ
っ
て
、
県
下
81
市

町
村
の
中
で
67
位
と
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

◎
家
族
従
業
者
・
女
性
の
人
権

保
護
の
た
め
「
所
得
税
法
56

条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

　
　

請
願
者

　
　

長
野
県
商
工
団
体
連
合
会

　

婦
人
部
協
議
会

　
　

会
長　

小
野　

百
合
子

　
　
　
　
　

他
１
名

　
　

「
賛
成
多
数
で
採
択
」

　
　

意
見
書
提
出

◎
食
料
の
自
給
率
向
上
と
、
食

の
安
全
・
安
心
の
回
復
に
向

け
て
、
食
品
表
示
制
度
の
抜

本
改
正
を
求
め
る
請
願
書

　
　

請
願
者

　
　

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組

　

合
原
支
部

　
　

副
支
部
長　

日
達
あ
け
み

　
　

「
全
会
一
致
で
採
択
」

　
　

意
見
書
提
出

◎
私
立
高
校
に
対
す
る
大
幅
公

　

費
助
成
を
お
願
い
す
る
陳
情

書

　
　

陳
情
者

　
　

中
信
地
区
私
学
助
成
推
進

　
　

協
議
会

　
　

会
長　

笠
原　

真
美

　
　

「
全
会
一
致
で
一
部
採
択
」

　
　

意
見
書
提
出

請
願
・
陳
情
の
審
査

請
願
・
陳
情
の
審
査
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◎
食
の
安
全
・
安
心
の
回
復
に

向
け
て
、
食
品
表
示
制
度

の
抜
本
改
正
を
求
め
る
意

見
書

　
　

提
出
者　

総
務
産
業
常
任

　
　
　
　
　
　

委
員
長

　
　
　
　
　
　

菊
池　

敏
郎

　
　

宛
先　

内
閣
総
理
大
臣
他

◎
私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成
に

　

関
す
る
意
見
書

　
　

提
出
者　

小
池　

利
治

　
　

宛
先　

内
閣
総
理
大
臣
他

◎
私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成
に

　

関
す
る
意
見
書

　
　

提
出
者　

小
林　

庄
三
郎

　
　

宛
先　

長
野
県
知
事
他

◎
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を

　

求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
者　

五
味　

武
雄

　
　

宛
先　

内
閣
総
理
大
臣
他

◎
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
推
進
路
線

の
見
直
し
を
求
め
、
日
米

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
反
対
の
意

見
書

　
　

提
出
者　

菊
池　

敏
郎

　
　

宛
先　

内
閣
総
理
大
臣
他

平成2 1年第3回定例会　審議結果

議　　案　　名　　等

　　　　　　　　　　　　　　　議　　員　　名

表記：○は賛成、×は反対、▽は退席、－は欠席

五
味　

武
雄

長
谷
川　

寛

小
池　

利
治

小
林
庄
三
郎

木
下　

貞
彦

日
達　

德
吉

小
池　

啓
男

小
平　

雅
彦

菊
池　

敏
郎

矢
島　

昌
彦

審
議
結
果

議案等
番号

《村長提出》

《議員提出》

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
可決
可決
可決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
×
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
○
○
○
×
×
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
○
○
○
×
×
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

議案第37号
議案第38号
議案第39号
議案第40号
議案第41号
議案第42号
議案第43号
議案第44号
議案第45号
議案第46号
認定第１号
認定第２号
認定第３号
認定第４号
認定第５号
認定第６号
認定第７号
議案第47号
議案第48号
議案第49号

長野県市町村総合事務組合を組織する市町村数の減少
長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更
長野県市町村自治振興組合を組織する市町村数の減少
長野県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数を減少すること
原村国民健康保険条例の一部改正
原村消防団員等公務災害補償条例の一部改正
諏訪南行政事務組合規約の変更
平成21年度一般会計補正予算（第４号）
　　　　　国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）
　　　　　水道事業会計補正予算（第１号）
平成20年度一般会計決算の認定
　　　　　国民健康保険事業勘定特別会計決算の認定
　　　　　国民健康保険直営診療施設勘定特別会計決算の認定
　　　　　有線放送事業特別会計決算の認定
　　　　　農業者労働災害共済事業特別会計決算の認定
　　　　　老人保健特別会計決算の認定
　　　　　後期高齢者医療特別会計決算の認定
　　　　　水道事業会計決算の認定並びに剰余金処分計算書（案）
　　　　　下水道事業会計決算の認定並びに剰余金処分計算書（案）
凍結防止剤散布車購入

発委第２号
発議第９号
発議第10号
発議第11号
発議第12号

食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本改正を求める意見書提出（政府宛）
私立高校への公費助成に関する意見書提出（政府宛）
私立高校への公費助成に関する意見書提出（長野県宛）
所得税法第56条の廃止を求める意見書（政府宛）
ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求め、日米ＦＴＡの推進反対の意見書（政府宛）

可決
可決
可決
可決
可決

意
見
書
提
出

意
見
書
提
出
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９
月
議
会
は
、
決
算
議
会

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
昨
年
度

の
決
算
が
大
き
な
比
重
を
占

め
た
。
補
正
予
算
等
も
審
議

し
た
。

◎
20
年
度
一
般
会
計
決
算

　
　

歳
入
で
は
、
固
定
資
産
税
、

個
人
住
民
税
が
増
加
し
た
。

　
　

住
民
税
は
、
一
昨
年
の
所

得
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
後
半
の
、
経
済
危
機
の

影
響
は
、
来
年
度
の
決
算
に

表
れ
る
。

審
議
で
話
し
合
わ
れ
た
主
な
点

☆
基
金
（
預
金
相
当
）
の
主
な

管
理
が
、
国
債
の
売
買
で
行

わ
れ
て
い
る
。

☆
徴
税
事
務
で
は
、
昨
年
と
今

年
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
が
52
件
未
発
行
で
あ
っ

た
が
そ
の
原
因
と
対
応
に
つ

い
て
審
議
し
た
。

　
　

原
因
は
、
職
員
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
へ
の
入
力
ミ
ス
が

重
な
っ
た
こ
と
と
職
員
体
制

の
不
十
分
さ
で
は
な
い
か
と

指
摘
さ
れ
た
。

　
　

ま
た
「
お
わ
び
状
」
が
村

長
名
で
な
か
っ
た
こ
と
の
問

題
も
指
摘
さ
れ
た
。

☆
職
員
体
制
を
把
握
す
る
た
め

に
も
、
月
別
、
課
別
の
労
働

時
間
調
査
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
た
。

☆
地
球
温
暖
化
防
止
策
の
状
況

把
握
が
不
十
分
と
指
摘
さ
れ

た
。

☆
農
業
振
興
で
は
、
圃
場
整
備

地
区
内
の
不
耕
作
地
が
５
ｈ

ａ
に
も
な
る
こ
と
へ
の
憂
慮

が
示
さ
れ
た
。

　
　

減
反
政
策
へ
の
参
加
問
題

に
は
、
新
食
糧
法
の
下
で
は

仕
方
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

☆
商
工
業
支
援
策
で
は
、
昨
年

後
半
の
経
済
危
機
の
影
響
の

実
態
が
調
査
す
ら
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
の
姿
勢
が
批
判
さ

れ
た
。

　
　

樅
の
木
荘
へ
の
食
事
に
対

す
る
不
満
対
応
が
不
十
分
と

指
摘
さ
れ
た
。
宿
泊
施
設
と

し
て
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
　

以
上
の
ほ
か
、
数
十
項
目

が
審
議
対
象
と
な
っ
た
。

◎
有
線
放
送
特
別
会
計
決
算

　
　

原
山
地
区
に
エ
リ
ア
拡
大

の
た
め
Ｌ
Ｃ
Ｖ
に
、
補
助
金

が
、
452
万
円
余
出
さ
れ
た
が
、

有
線
放
送
等
へ
の
加
入
が
少

な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。（
17
年

か
ら
21
年
ま
で
で
総
額
２
千

360
万
円
余
が
補
助
さ
れ
る
。

11
戸
が
有
線
放
送
等
に
加
入
）

◎
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

役
場
の
耐
震
補
強
事
業
に
、

国
の
補
助
が
決
定
し
た
こ
と

や
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
文

化
園
に
職
員
を
雇
用
し
、
観

光
商
品
の
開
発
を
行
う
こ
と

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

山
梨
県
北
杜
市
、
富
士
見
町

と
共
同
で
「
八
ヶ
岳
観
光
圏
」

構
想
の
指
定
を
受
け
る
た
め

の
負
担
金
で
あ
る
。

　
　

審
議
で
は
、
村
と
し
て
観

光
事
業
に
取
り
組
む
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。

﹇
請
願
﹈

◎
家
族
従
業
者
・
女
性
の
人
権

保
障
の
た
め
「
所
得
税
法
56

条
の
廃
止
」
を
求
め
る
請
願

書

　
　

白
色
申
告
で
は
、
家
族
従

業
員
の
給
与
を
認
め
て
い
な

い
。
「
所
得
税
法
第
56
条
」

を
廃
止
し
て
、
給
与
の
適
正

支
払
い
を
認
め
る
よ
う
求
め

る
内
容
で
あ
る
。

　
　

審
議
で
は
、
所
得
補
償
の

時
に
も
基
準
に
さ
れ
る
実
態

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

◎
食
糧
の
自
給
力
向
上
と
食
の

安
全
・
安
心
回
復
に
向
け
て
、

食
品
表
示
制
度
の
抜
本
改
正

を
求
め
る
請
願
書

　
　

加
工
食
品
の
原
産
地
表
示

と
遺
伝
子
組
み
換
え
農
産
物

や
ク
ロ
ー
ン
家
畜
の
表
示
を

義
務
付
け
る
こ
と
を
求
め
る

内
容
で
あ
る
。

　
　

審
議
で
は
、
産
地
偽
装
や

毒
入
り
食
品
に
対
す
る
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
の
必
要
性

が
審
議
さ
れ
た
。

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
菊
　
池
　
敏
　
郎
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（5）　　第99号　はらむら議会だより
議
案
12
件
、
陳
情
1
件
を
審
査

し
た
。

◎
諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
規
約

の
変
更

・
経
常
的
経
費
の
人
口
割
を
実

績
割
に
変
更
す
る
も
の
。

☆
実
績
割
へ
の
変
更
は
評
価
で

き
る
。
均
等
割
分
は
原
村
と

し
て
負
担
増
と
な
る
の
で
更

に
、
実
績
割
へ
の
方
向
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

◎
21
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

・
出
産
育
児
一
時
金
4
万
円
の

引
き
上
げ
に
伴
う
も
の
。

◎
20
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
決
算

☆
保
育
所
の
病
児
保
育
と
の
連

携
等
、
地
域
医
療
の
拠
点
と

し
て
事
業
を
進
め
て
お
り
、

評
価
す
る
。

◎
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
決
算

・
医
療
費
は
県
下
81
市
町
村
中

67
位
と
な
っ
て
い
る
。

◎
20
年
度
上
下
水
道
事
業
会
計

決
算

・
下
水
は
、
使
用
料
単
価
は
175

円
強
、
汚
水
処
理
原
価
は
331

円
強
で
、
料
金
改
定
の
検
討

が
必
要
に
な
る
か
も
。

◎
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

「
中
央
高
原
入
口
」
交
差

点
歩
道
設
置
、
中
学
校
理
科

室
ガ
ス
管
改
修
等
。

☆
給
食
設
備
等
の
管
理
体
制
、

業
者
点
検
後
の
チ
ェ
ッ
ク
の

充
実
。

　
　

中
央
高
原
入
口
交
差
点
に

車
止
め
ポ
ー
ル
の
設
置
検
討

を
要
望
。

◎
20
年
度
一
般
会
計
決
算

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
対
す

る
活
動
促
進
、
推
進
体
制
の

整
備
が
必
要
。

☆
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事

業
は
、
親
の
フ
ォ
ロ
ー
事
業

と
と
も
に
評
価
で
き
る
。
更

に
、
保
育
所
、
学
校
教
育
と

連
携
し
た
推
進
が
必
要
。　

　
　
　
　
　

☆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

す
る
予
防
接
種
の
負
担
軽
減

が
必
要
。　
　
　
　
　

☆
不
法
投
棄
防
止
に
対
す
る
条

例
制
定
に
よ
り
、
不
法
投
棄

を
抑
制
す
る
対
策
が
必
要
。

☆
生
ゴ
ミ
処
理
機
は
順
調
に
稼

働
、
処
理
さ
れ
た
堆
肥
を
学

校
等
で
活
用
推
進
を
検
討
す

べ
き
。

☆
図
書
館
南
の
「
ア
カ
デ
ミ
ー

パ
ー
ク
」
の
ト
ウ
ヒ
等
樹
木

間
伐
が
必
要
。

☆
学
童
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
は
増

加
し
て
い
る
。
施
設
建
設
の

内
容
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

☆
放
課
後
こ
ど
も
教
室
は
、
空

き
教
室
活
用
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
管
理
等
の
問
題
か
ら
、

学
校
教
育
と
分
離
が
必
要
。

ま
た
、
利
用
規
程
の
見
直
し

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

☆
中
学
校
の
図
書
館
の
雨
漏
、

そ
の
他
床
、
天
井
等
の
改
修

を
計
画
的
に
す
べ
き
で
あ
る
。

☆
図
書
館
の
「
村
史
」
は
、
原

村
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
、
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
等
で
の
紹
介
が
望
ま

れ
る
。

☆
八
ヶ
岳
美
術
館
は
全
国
的
な

入
館
者
低
迷
傾
向
の
中
で
実

績
を
評
価
し
た
い
。
土
器
等

展
示
物
の
地
震
対
策
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

☆
阿
久
遺
跡
の
環
境
整
備
、
埋

蔵
文
化
財
、
民
俗
資
料
の
管

理
、
展
示
方
法
等
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
進
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。    

　
　

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

☆
教
育
費
の
原
っ
子
広
場
、
学

童
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
が
弱

く
反
対
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

☆
子
育
て
支
援
等
へ
の
取
り
組

み
を
評
価
、
予
算
も
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
と
の
賛
成

意
見
が
あ
っ
た
。

﹇
陳
情
﹈

◎
私
立
高
校
に
対
す
る
大
幅
公

費
助
成
を
お
願
い
す
る
陳
情

書
☆
陳
情
者
の
求
め
る
直
接
補
助

は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

　

一
部
採
択
す
べ
き
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
小
　
平
　
雅
　
彦

学童クラブ



（
質
問
）
厚
労
省
が
「
労
働
者

の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た

め
の
指
針
」
を
公
表
し
て
い
る

が
、
首
長
と
し
て
ど
の
様
に
認

識
さ
れ
て
い
る
か
。

「
村
長
」
職
員
に
対
す
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
、
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）
庁
内
に
お
い
て
、

「
心
の
健
康
づ
く
り
計
画
」
は

策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
未
策

定
な
ら
ば
、
い
つ
頃
ま
で
に
整

備
す
る
考
え
か
。

「
村
長
」
現
在
未
策
定
で
あ
る

が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
研
修

と
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。

「
課
長
」
産
業
医
の
選
任
を
来

年
度
に
行
い
、
産
業
医
の
指
導

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

問
題
に
も
対
処
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）
休
職
さ
れ
て
い
る
職

員
に
対
す
る
職
場
復
帰
支
援
策

と
し
て
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

「
課
長
」
受
診
し
て
い
る
主
治

医
に
面
談
を
求
め
、
ど
の
様
に

職
場
復
帰
を
考
え
て
い
る
の
か

を
、
お
聞
き
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。

（
質
問
）
人
間
ド
ッ
ク
補
助
事

業
の
現
状
は
。
ま
た
今
後
の
補

助
金
交
付
件
数
・
交
付
額
を
ど

の
様
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

「
課
長
」
平
成
13
年
は
82
件
で

交
付
額
が
227
万
円
。
平
成
20
年

に
は
167
件
で
交
付
額
が
458
万
円

と
、
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
原
村
包

括
医
療
推
進
協
議
会
の
専
門
部

会
で
、
補
助
金
の
見
直
し
等
を

含
め
て
、
人
間
ド
ッ
ク
の
あ
り

方
そ
の
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

（
質
問
）
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
助
成
の
検
討
は
出

来
な
い
か
。

「
課
長
」
今
年
度
、
専
門
部
会

で
検
討
し
て
い
る
。

（
質
問
）
「
公
の
施
設
」
農
村

公
園
（
払
沢
・
室
内
・
柏
木
・

深
山
）
の
管
理
状
況
は
。
又
そ

の
他
の
公
園
（
南
原
運
動
公

園
・
や
つ
が
ね
公
民
館
広
場
）

も
、
地
元
区
が
草
刈
や
設
備
の

清
掃
な
ど
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

又
電
気
料
、
水
道
料
な
ど
の
費

用
も
各
区
が
負
担
し
て
い
る
。

　

大
き
な
事
故
な
ど
は
、
今
の

と
こ
ろ
聞
い
て
い
な
い
が
、
住

民
が
安
心
し
て
利
用
す
る
為
に

も
、
管
理
に
関
す
る
条
例
を
早

期
に
定
め
る
べ
き
で
は
。

「農村公園」管理条例
　　　の早期制定を

地区の実情に応じた
　　　管理にしたい

小　林　庄三郎

「
村
長
」
当
村
に
は
４
ヶ
所
の

農
村
公
園
が
あ
る
。
早
期
に
各

地
区
と
話
し
合
い
を
持
っ
て
、

地
区
の
実
情
に
応
じ
た
管
理
方

法
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）
道
路
の
安
全
確
保
は
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
大
変
重

要
な
事
で
あ
る
。

　

歩
行
者
の
安
全
、
特
に
小
学

生
、
中
学
生
の
通
学
路
に
つ
い

て
の
安
全
確
保
は
最
も
重
要
で

あ
り
、
拡
幅
や
歩
道
設
置
の
要

望
が
あ
る
。
村
内
の
県
道
整
備

箇
所
の
現
在
状
況
と
見
通
し
は
。

「
村
長
」
県
道
神
ノ
原
青
柳
停

車
場
線
、
大
久
保
地
区
内
の
拡

幅
は
用
地
確
保
は
終
わ
っ
て
い

る
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
移
転
補
償
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
。

　

払
沢
地
区
内
の
拡
幅
歩
道
設

置
は
、
用
地
確
保
が
で
き
た
部

分
か
ら
事
業
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。

　

中
新
田
区
内
の
歩
道
設
置
に

つ
い
て
は
、
地
元
は
道
路
両
側

を
均
等
に
広
げ
、
歩
道
は
一
方

に
設
置
を
と
希
望
し
て
い
る
が
、

県
側
は
両
側
を
広
げ
る
の
は
無

理
で
片
側
に
と
い
う
意
向
を
地

元
区
に
伝
え
て
い
る
。

村職員への「心の健康の保持増進」
　　　　　　　　　の取組みは

メンタルヘルスケアを積極的に
　　　　　　　　　取り入れる

五 味 　 武 雄

一 

般 

質 

問

一 

般 

質 

問

村 

政 

を 

問 

う

村 

政 

を 

問 

う
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